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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第99期
第１四半期
累計(会計)期間

第100期
第１四半期
累計(会計)期間

第99期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
５月31日

自平成22年
３月１日
至平成22年
５月31日

自平成21年
３月１日
至平成22年
２月28日

売上高（千円） 1,245,832 839,289 4,221,354

経常利益又は経常損失（△）（千円） 26,227 △39,982 12,539

四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）（千円） 17,905 △43,283 8,891

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 216,040 216,040 216,040

発行済株式総数（千株） 4,320 4,320 4,320

純資産額（千円） 1,496,1661,432,7241,479,417

総資産額（千円） 2,714,4742,527,9352,373,502

１株当たり純資産額（円） 350.61 336.11 347.04

１株当たり四半期(当期）純利益金額

又は四半期純損失金額（△）（円）
4.20 △10.15 2.08

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 55.1 56.6 62.3

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） △62,978 △69,291 174,073

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △7,857 △23,629 △35,700

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） 151,057 140,746 △124,254

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 196,549 178,272 130,447

従業員数（人） 99 112 107

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成していないので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移については、

記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第100期第１四半期累計（会計）期間は、１株あ

たり四半期純損失であり、また、潜在株式がないため記載しておりません。第100期第１四半期累計（会計）期

間以外は、潜在株式がないため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

 

 

 

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

 

 

 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年５月31日現在

従業員数（人） 112 (107)

　（注）  従業員数は就業人員でありますが、使用人兼務取締役１名を含んでおります。また、パート及び契約社員は、

（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績
　　　当第１四半期会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門
当第１四半期会計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

前年同四半期比（％）
　

製氷部門（千円） 10,706 △11.3

冷凍冷蔵部門（千円） 68,708 △22.0

アイスクリーム部門（千円） 255,825 △38.1

和菓子部門（千円） 96,089 △2.9

冷凍食品部門（千円） 1,775 △10.4

冷凍果実部門（千円） 4,453 △37.1

合計 437,559 △29.6
（注）１　金額は、製造原価によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
 

 　　（２）商品仕入実績
　　　　　当第１四半期会計期間における商品仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門
当第１四半期会計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

前年同四半期比（％）
　

製氷部門（千円） 645 △36.5

飲料部門（千円） 11,168 △23.5

アイスクリーム部門（千円） 51,223 △47.0

和菓子部門（千円） 19,079 △4.9

冷凍食品部門（千円） 243,772 △19.1

冷凍果実部門（千円） 9,886 △21.0

合計 335,776 △24.8
（注）１　金額は、仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
 

 　　（３）受注状況
　　　　　当社は、受注から引渡しまでの期間が短いため、受注状況の記載を省略しております。

 （４）販売実績
　　　当第１四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門
当第１四半期会計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

前年同四半期比（％）
　

製氷部門（千円） 13,290 △7.2

飲料部門（千円） 12,381 △24.6

冷凍冷蔵部門（千円） 66,073 △19.0

アイスクリーム部門（千円） 234,941 △57.0

和菓子部門（千円） 213,791 △6.9

冷凍食品部門（千円） 286,198 △16.2

冷凍果実部門（千円） 12,613 △19.1

合計 839,289 △32.6
（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　冷凍冷蔵部門には、23,491千円の運賃収入を含んでおります。

３　事業の性質上、主として夏季に集中して需要が発生するため、３月～８月に売上が偏り、特に第２四半期会計期間の売上高は他の四半
期会計期間の売上高と比べ著しく高くなる傾向にあります。

４　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第１四半期会計期間
(自　平成21年３月１日
  至　平成21年５月31日)

販売高（千円） 割合（％）

明治乳業株式会社 332,872 26.7
（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　　　２　なお、当第１四半期会計期間において、販売実績の総販売実績に対する割合が100分の10以上である相手先はありません。
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２【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、アジアを中心に海外経済の回復が続く中で、輸出関連企業の業績に改

善の兆しが見られ、個人消費も緩やかな回復基調で推移しました。

　しかしながら、経済情勢はデフレ傾向が続いており、食品業界では販売価格競争がさらに激化し、経営環境は厳しい

状況が続いております。

　このような中、当社におきましては、当事業年度より「セイヒョー中期経営計画」をスタートし、その中で抜本的な

構造改革を実行し、収益性の改善を図るとともに、新規取引先の開拓及び新商品の開発、品質管理体制の強化を積極的

に取り組むことといたしました。しかしながら、当事業年度に入り、天候不順の影響を受けたこと、また４月よりＯＥ

Ｍ受託先の変更もあり、売上高は839百万円（前年同期は1,245百万円）となりました。

　損益面は、減収分をカバーすべく、コスト削減等の施策を推進しましたが、営業損失47百万円（前年同期は営業利益

18百万円）、経常損失39百万円（前年同期は経常利益26百万円）、四半期純損失43百万円（前年同期は四半期純利益

17百万円）となりました。 

　

（２）財政状態

　当第1四半期会計期間末における総資産は前事業年度末に比べ、154百万円増加し、2,527百万円となりました。資産の

増減の主なものは、現金及び預金の増加額47百万円、受取手形及び売掛金の増加額138百万円、たな卸資産の減少額22

百万円等によるものであります。負債の増減の主なものは、買掛金の増加額47百万円、短期借入金の増加額380百万円、

長期借入金の減少額230百万円等によるものであります。

　 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ47百万円増加

し、当第１四半期末には178百万円となりました。 

　当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　当第１四半期会計期間における営業活動の結果使用した資金は69百万円（前年同期比10.0％増）となりました。こ

れは主に減価償却費38百万円、仕入債務の増加額47百万円等の増加要因と、売上債権の増加額138百万円等の減少要因

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

　当第１四半期会計期間における投資活動の結果使用した資金は23百万円（前年同期比200.7％増）となりました。こ

れは主に有形固定資産の取得による支出23百万円等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　当第１四半期会計期間における財務活動の結果得られた資金は140百万円（前年同期比6.8％減）となりました。こ

れは主に短期借入金の純増額380百万円の増加要因と、長期借入金の返済による支出230百万円等の減少要因によるも

のであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題 

　当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

（５）研究開発活動

　当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はあ

りません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年7月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,320,810 4,320,810
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 4,320,810 4,320,810 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。
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（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年３月１日～

平成22年５月31日  
－ 4,320,810 － 216,040 － 22,686

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。 
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　 

①【発行済株式】

 平成22年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　57,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　 4,109,000 4,109 ―

単元未満株式 普通株式     154,810 ― ―

発行済株式総数             4,320,810 ― ―

総株主の議決権 ― 4,109 ―

　（注） 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が799株含まれております。

 ②【自己株式等】

 平成22年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社セイヒョー
新潟市北区島見町2434番地10 57,000 － 57,000 1.32

計 ― 57,000 － 57,000 1.32

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年３月 ４月 ５月

最高（円） 195 194 193

最低（円） 185 185 178

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。
　
　役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 東京支店長 取締役 営業部長 宮尾　公夫 平成22年６月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に

基づき、当第１四半期会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び当第１四半期累計期間（平成22

年３月１日から平成22年５月31日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21

年５月31日まで）に係る四半期財務諸表及び当第１四半期会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日ま

で）及び当第１四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期財務諸表について、有

限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 178,272 130,447

受取手形及び売掛金 505,359 367,007

商品及び製品 313,210 331,122

原材料 52,152 56,741

繰延税金資産 11,060 8,668

その他 9,949 13,394

貸倒引当金 △2,548 △2,462

流動資産合計 1,067,456 904,918

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 693,129 699,225

機械及び装置（純額） 181,762 178,560

土地 224,792 224,792

リース資産（純額） 68,925 73,797

その他（純額） 38,207 37,604

有形固定資産合計 ※1
 1,206,817

※1
 1,213,979

無形固定資産

リース資産 44,492 44,621

その他 6,947 7,794

無形固定資産合計 51,439 52,415

投資その他の資産

投資有価証券 87,429 93,010

繰延税金資産 98,861 102,473

その他 17,037 7,830

貸倒引当金 △1,106 △1,126

投資その他の資産合計 202,221 202,188

固定資産合計 1,460,479 1,468,583

資産合計 2,527,935 2,373,502
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 272,306 225,161

短期借入金 400,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 － 92,000

リース債務 34,674 34,355

未払金 55,104 49,550

未払費用 33,434 38,350

未払法人税等 710 2,801

未払消費税等 7,331 4,922

賞与引当金 22,709 11,595

その他 7,596 12,533

流動負債合計 833,867 491,269

固定負債

長期借入金 － 138,000

リース債務 79,706 84,714

退職給付引当金 154,189 151,365

役員退職慰労引当金 18,647 19,936

その他 8,800 8,800

固定負債合計 261,343 402,815

負債合計 1,095,211 894,084

純資産の部

株主資本

資本金 216,040 216,040

資本剰余金 22,686 22,686

利益剰余金 1,195,617 1,238,901

自己株式 △21,989 △21,934

株主資本合計 1,412,354 1,455,692

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 20,370 23,724

評価・換算差額等合計 20,370 23,724

純資産合計 1,432,724 1,479,417

負債純資産合計 2,527,935 2,373,502
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年５月31日)

売上高 ※1
 1,245,832

※1
 839,289

売上原価 1,078,637 754,194

売上総利益 167,195 85,094

販売費及び一般管理費 ※2
 149,019

※2
 132,408

営業利益又は営業損失（△） 18,175 △47,313

営業外収益

受取利息 17 15

不動産賃貸料 3,799 3,738

受取手数料 250 1,017

雑収入 6,066 5,304

営業外収益合計 10,134 10,075

営業外費用

支払利息 1,711 2,210

不動産賃貸費用 － 525

シンジケートローン手数料 249 －

雑損失 120 8

営業外費用合計 2,081 2,745

経常利益又は経常損失（△） 26,227 △39,982

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 4,756 540

特別利益合計 4,756 540

特別損失

固定資産除却損 30 －

前期損益修正損 6,973 －

たな卸資産評価損 7,231 －

特別損失合計 14,234 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 16,749 △39,442

法人税、住民税及び事業税 405 345

法人税等調整額 △1,560 3,495

法人税等合計 △1,155 3,840

四半期純利益又は四半期純損失（△） 17,905 △43,283

EDINET提出書類

株式会社　セイヒョー(E00447)

四半期報告書

13/21



（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

16,749 △39,442

減価償却費 34,964 38,660

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,022 2,824

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,456 △1,289

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,815 11,113

固定資産除却損 30 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 273 66

受取利息及び受取配当金 △17 △15

支払利息 1,711 2,210

売上債権の増減額（△は増加） △327,175 △138,332

たな卸資産の増減額（△は増加） 50,900 22,500

仕入債務の増減額（△は減少） 161,133 47,145

未払金の増減額（△は減少） 4,337 3,458

未払消費税等の増減額（△は減少） △21,597 2,409

未払費用の増減額（△は減少） 16,843 △3,009

差入保証金の増減額（△は増加） － △9,600

その他 1,661 △2,511

小計 △58,802 △63,810

利息及び配当金の受取額 17 15

利息の支払額 △3,383 △4,117

法人税等の支払額 △810 △1,380

営業活動によるキャッシュ・フロー △62,978 △69,291

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △7,656 △23,661

投資有価証券の取得による支出 △320 △267

その他 119 299

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,857 △23,629

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 210,000 380,000

長期借入金の返済による支出 △46,000 △230,000

リース債務の返済による支出 － △9,171

配当金の支払額 △12,816 △27

その他 △126 △55

財務活動によるキャッシュ・フロー 151,057 140,746

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 80,220 47,824

現金及び現金同等物の期首残高 116,328 130,447

現金及び現金同等物の四半期末残高 196,549 178,272
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【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

１．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して

算定する方法によっております。 

２．法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の

算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なもの

に限定する方法によっております。 

　また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等の

著しい変化が生じておらず、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められ

るため、前事業年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利

用する方法により算定しております。

 

【追加情報】

当第１四半期会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

（役員退職慰労引当金）

　当社は、平成22年４月９日開催の取締役会決議に基づき、役員退職慰労金制度を廃止いたしました。これに伴い平成22年

５月28日開催の定時株主総会において、取締役及び監査役に対し、同総会終結時までの在任期間を対象とした役員退職慰

労金を打ち切り支給することとし、その支給時期については各取締役および各監査役退任の時とし、その具体的金額、方

法等は、取締役については取締役会に、監査役については監査役の協議に一任することを決議いたしました。このため、当

該支給見込額については、引き続き役員退職慰労引当金に計上しております。　
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成22年５月31日）

前事業年度末
（平成22年２月28日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 2,247,983千円

　

　 2,215,063千円

　

 

　

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

※１　当社では、主として夏季に集中して需要が発生するた

め、３月～８月に売上が偏り、特に第２四半期会計期間

の売上高は他の四半期会計期間の売上高と比べ著しく

高くなる傾向にあります。 

 

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。
 　　　　

　給与 41,962千円

　運搬費 　　29,265千円

　賞与引当金繰入額　　 　　3,769千円

　退職給付費用 　　2,252千円

　 　　

　

※１　　　　　　　　　　同左

 

　

　

　

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。
 　　　　

　給与 41,739千円

　運搬費 　　20,718千円

　賞与引当金繰入額　　 　　4,924千円

　退職給付費用 　1,144千円

　役員退職慰労引当金繰入額 　　1,261千円

　

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月31日現在） （平成22年５月31日現在）

現金及び預金勘定 196,549千円

現金及び現金同等物  196,549

 

現金及び預金勘定 178,272千円

現金及び現金同等物  178,272
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成22年５月31日）及び当第１四半期累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年

５月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　4,320,810株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　 58,087株 

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成22年５月31日）

前事業年度末
（平成22年２月28日）

１株当たり純資産額 336.11円 １株当たり純資産額 347.04円

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額

前第１四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 4.20円

　

１株当たり四半期純損失金額（△） △10.15円

　

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式がな

いため記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失（△） 　 　

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 17,905 △43,283

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は

四半期純損失（△）（千円）
17,905 △43,283

期中平均株式数（千株） 4,267 4,262

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年７月８日

株式会社セイヒョー

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡辺　国夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 神代　　勲　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社セイヒョー

の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第99期事業年度の第１四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年

５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社セイヒョーの平成21年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２.　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年７月７日

株式会社セイヒョー

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 白井　　正　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 神代　　勲　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社セイヒョー

の平成22年３月１日から平成23年２月28日までの第100期事業年度の第１四半期会計期間（平成22年３月１日から平成22

年５月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社セイヒョーの平成22年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２.　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。　
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